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EV・PHVは、充電（エネルギー補給）の場所が、自宅（発地）又は、目的地（着
地）が主となる。
充電所要時間が長（継足し充電でも1時間以上、目的地充電では2時間～4時間程度
必要）く、又、PHVは電欠時にはハイブリット（ガソリンエンジン併用）で走行す
る為、途中充電の必然性が低いからです。

よって、充電場所は「エネルギーを補給する場所」ではなく、「充電時間に何を
するのか？」「何が出来るのか？」が大きなポイントになります。つまり、

目的地の代表格である、宿泊施設には整備がMUST！！

自宅での充
電が主流 お出かけ時の

目的地充電は
MUST

入場個所、宿泊施設、お土産店、観光地、ゴルフ場等の 目的地との親和性が高い
ＪＴＢが普通充電器の設置及び、ネットワーク化して、

ＥＶユーザーが安心して旅行ができる仕組みを構築する事は、必然的です！！



理解不足（情報不足）

対費用効果（投資プライオリティ）

ＥＶが走っていない

充電で儲かるの？（儲けたい）

技術進歩で無用の長物になるのでは？

ネ
ガ
テ
ィ
ブ

メリットの具体的な提示が必要、例えば、
現状の問題点の解決（２次交通、渋滞緩和、新たな顧客創出／送客・誘客等）

点ではなく面での展開（施設単体ではなく、地域を挙げたビジョンの基に戦略的に展開）



２次交通の整備（公共交通機関での来訪促進）

自動車メーカー等とのタイアップ（誘客）

旅行商品・情報誌の造成（ＰＲ・集客）

行政との連動営業（面での展開）

充電会員Ｃａｒｄ（仕組）を活用した新たなメリット

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

充電器の設置を行う事が、設置個所及び設置地域の直接メリットに反映できるように
仕組みの構築を行う。

３方良しのロジックおよび仕組の構築が大前提。





リース会社

旅館（ホテル）
リース会社の
代理店契約

（書類審査のみ）

レンタカーナンバー登録
（わ）で社用車としてリース

２次交通のチョイ乗り車両
としてＥＶをレンタル又は、
宿泊者の特典として提供

通常は、社用車として営
業や送迎等の車両として
利用

項目 ＥＶアイミーブ ガソリン車

リース料金 ￥55,000 ￥30,000

燃料代 ￥3,000 ￥15,000

合計 ￥58,000 ￥45,000

￥58,000－￥45,000＝￥13,000
＠￥3,000×5回＝￥15,000
※月、5回貸出をすればコスト回収

公共交通機関で来訪された
お客様のモビリティを
確保することで、

域内の回遊が生まれる！！



バスより自由、タクシーよりお得！！

低炭素に貢献！！ 公共交通機関での来訪促進で交通渋滞の緩和！！

安価で、自由な時間設定でレンタル可能

２次交通の担保による顧客満足ＵＰ

ガソリン車→ＥＶ 環境配慮 ＣＳＲ

顧客メリット

施設メリット

地域



行政様より予算を頂き、ＪＴＢのＨＰ内に充電
スポット情報を掲載ＰＲ中

充電器メーカーやシステム会社より予算を頂
きガイドブックを作成（掲載ＰＲ）

モデルプレス等の人気ＳＮＳサイト等を活用し
てＰＲ（ＪＴＢが予算創出）

自動車メーカーのＣＰＮやユーザー向け
への宿泊誘導施策



１０００サイト以上の
サイトでのお買物等
でポイントが付与され
ます

商品、サービスによっ
てはお得なポイントが
付与されます



生活圏

ポイント
を貯める

観光圏

ポイント
を使う


